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川島市民Ｓ
サービスセンター

Ｃ・
消防川島分署

3月22日

移転・オープン！
詳細　管財課☎ 058-383-1619

槽
な
ど
を
備
え
、
消
防
の
機
動
性
に
も
配

慮
し
た
防
災
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
庁
舎
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
便

利
で
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

庁
舎
内
の
段
差
解
消
に
努
め
、
車
椅
子

で
も
対
応
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
（
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
シ
ー
ト
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
）
を
設
置
し
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎

　

ロ
ビ
ー
、
ト
イ
レ
な
ど
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
を
採
用
。
自
動
感
知
ラ
イ
ト
な
ど
省
エ

ネ
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎

　

庁
舎
の
中
心
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
情

報
交
換
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
「
に
ぎ

わ
い
ロ
ビ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、
開
か
れ

た
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

便
利
で
分
か
り
や
す
い
庁
舎

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
川
島
分
署

事
務
室
、
ト
イ
レ
な
ど
は
、
す
べ
て
庁
舎

中
心
の
に
ぎ
わ
い
ロ
ビ
ー
か
ら
ひ
と
目
で

分
か
る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
。
ス
ム
ー
ズ
に

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
庁
舎
へ

　

現
在
の
、
川
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
消
防
川
島
分
署
庁
舎
は
、
旧
川
島

町
役
場
と
し
て
昭
和
47
年
に
竣
工
し
て
以

来
、
川
島
地
区
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
消
防

防
災
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
庁
舎
は
竣
工
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し
、
耐
震
性
の
問
題
や
施
設
・

設
備
の
老
朽
化
、
不
十
分
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
庁
舎
南
側
に
新

庁
舎
の
整
備
を
進
め
、
こ
の
３
月
22
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

よ
り
便
利
な
拠
点
施
設
に

　

新
た
な
庁
舎
は
、
川
島
地
区
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
ま

た
、
消
防
川
島
分
署
に
は
訓
練
設
備
や
非

常
用
発
電
装
置
、
耐
震
性
の
あ
る
防
火
水

　

新
庁
舎
に
隣
接
し
て
、
消
防
団
川
島
自

動
車
班
の
車
庫
と
、
各
務
原
警
察
署
川
島

警
察
官
駐
在
所
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
川

島
地
区
の
中
心
部
に
、
行
政
・
消
防
・
警

察
機
関
が
集
積
す
る
、
総
合
的
な
防
災
拠

点
エ
リ
ア
が
誕
生
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

　

現
在
の
駐
在
所
は
昭
和
53
年
に
竣
工

し
、川
島
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
拠
点
と
し
て
38
年
に
わ
た
り
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
老
朽
化
や
相
談
ス
ペ
ー
ス
の

狭
さ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

県
に
よ
り
新
し
く
移
転
・
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
来
庁
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
相
談
室
や
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
駐
在
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
合
併
し
、
旧
羽
島
郡
川
島

町
か
ら
各
務
原
市
と
な
っ
た
川
島
地
区
。

新
庁
舎
の
竣
工
記
念
事
業
と
し
て
、
旧
川

島
町
の
広
報
紙
で
使
用
し
た
懐
か
し
い
写

真
を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
当
時
を
写
真
で
振

り
返
り
な
が
ら
地
区
の
更
な
る
発
展
を
願

う
「
ふ
る
さ
と
川
島
・
懐
か
し
の
写
真
展
」

を
、
新
庁
舎
に
ぎ
わ
い
ロ
ビ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

　

写
真
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
、「
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
広
報
写
真
」
と
し
て
、

川
島
町
の
と
き
に
撮
影
し
た
広
報
写
真
を

ご
希
望
の
方
に
配
布
し
ま
す
（
申
込
順
）。

期
間　

３
月
22
日
～
５
月
13
日　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

　

鵜
沼
羽
場
町
に
あ
る
鵜
沼
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

老
朽
化
や
耐
震
性
な
ど
の
問
題
か

ら
、
現
在
、
新
庁
舎
の
建
設
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
整
備
す
る
庁
舎
に
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

乳
幼
児
健
診
や
健
康
相
談
を
行
う

「（
仮
称
）
東
保
健
セ
ン
タ
ー
」
や
、

子
育
て
中
の
親
子
が
交
流
す
る

「（
仮
称
）
う
ぬ
ま
子
ど
も
館
」
を
配

置
す
る
複
合
施
設
。
川
島
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
同
様
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
利
用
し
や

す
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
親
し
み

や
す
い
庁
舎
と
な
る
予
定
で
す
。

　

新
庁
舎
の
概
要
・
位
置
図

所
在
地　

川
島
河
田
町
１
０
２
９-

47

構
造
・
規
模　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て

延
床
面
積　

９
７
７
・
97
㎡

【
川
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

業
務
内
容　

住
所
変
更
、
戸
籍
な
ど
各
種

届
出
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
税
証
明
な

ど
の
発
行
、
公
金
収
納
な
ど

詳
細　

川
島
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
３
３
１
１

【
西
部
方
面
消
防
署
川
島
分
署
】

詳
細　

西
部
方
面
消
防
署
川
島
分
署
☎
０

５
８
６
（
８
９
）
３
２
６
６

行政+防災 +防犯。川島地区の市民サービス拠点が誕生

１.現川島市民サービスセンター  ２.消防川島
分署の車庫 ３.交流の場となるにぎわいロビー

１.町制施行記念の人文字 ２.町制 20 周年記念パレード 
３.伝統の「八朔相撲」  ４.多くの人でにぎわう鮎の競り市

川島小・中学校

川島小・中学校
グラウンド

現庁舎

新庁舎

新駐在所

消防団

位置図

　

消
防
団
車
庫
・
駐
在
所
も

　

オ
ー
プ
ン

　

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て

　

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
！

　

鵜
沼
市
民
Ｓ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

Ｃ
は

　

29
年
春
オ
ー
プ
ン
予
定

完成イメージ図
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ASAKEN Report

詳細　ブランド創造課☎ 058-383-1426

夏フェス、始動！

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

今
年
も
１
月
下
旬
に
延
べ
3
日
間
の

予
算
編
成
会
議
に
臨
み
、
主
要
事
業
の

市
長
査
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
地
方
創
生
」。昨
年
、

人
口
減
少
対
策
と
い
う
観
点
か
ら
各
種

施
策
を
整
理
し
た
総
合
戦
略
を
策
定
し

ま
し
た
。
新
年
度
は
、
こ
の
総
合
戦
略

に
盛
り
込
ん
だ
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

目
指
す
の
は
誰
も
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
働
き
、
結
婚
し
、
子
育
て
が
で

き
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
目
玉
は
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実
で
す
。

多
く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、
そ
し
て
選

ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、「
ち
ょ
っ

と
い
い
暮
ら
し
」を
目
指
し
た
魅
力
づ
く

り
と
、そ
れ
を
効
果
的
に
市
内
外
へ
発
信

し
て
い
く
事
業
を
展
開
し
ま
す
。市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
若
手
、中
堅
職
員
も

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て

議
論
し
た
事
業
が
満
載
で
す
。
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
、
新
た
な
挑

み
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
を
拡

げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
政
策
的
経
費
を
充
実
さ
せ

る
一
方
で
、
老
朽
化
が
進
む
各
種
イ
ン

フ
ラ
に
対
す
る
維
持
補
修
経
費
や
社
会

保
障
関
係
経
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
か
ら
「
元
気
な
ま
ち
」
と
形
容
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
各
務
原
。言
葉
ど
お
り
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
全
財
政
を
堅

持
し
て
い
ま
す
が
、
中
長
期
的
な
視
点
で

こ
の
先
の
財
政
需
要
を
見
る
と
、
楽
観
視

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
あ
ま
せ
ん
。

　

職
員
に
は
今
後
の
財
政
需
要
を
的
確

に
把
握
し
つ
つ
、自
分
た
ち
の
子
ど
も
、

そ
し
て
孫
の
世
代
に
も
今
以
上
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
理
想

の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
む
よ
う
伝
え
て
予
算
編
成

会
議
を
終
え
ま
し
た
。

「地方創生」
新年度予算案

日
の
み
参
加
し
た
い
」
と
い
う
方
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。

対
象　

成
人
で
、
下
記
す
べ
て
を
満
た
す

方
▽
イ
ベ
ン
ト
や
市
を
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
方
▽
事
務
局
か
ら
の
メ
ー
ル
を
必
ず

遅
延
な
く
確
認
で
き
る
方
▽
イ
ベ
ン
ト
当

日
に
８
時
間
以
上
参
加
で
き
る
方
▽
終
了

ま
で
責
任
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
方

定
員　

20
人
程
度

かかみがはらフィルムコミッション

昨年は市民ボランティアの
皆さんが大活躍（上）昨年
の飲食ブース（下）

か
か
み
が
は
ら
Ｃ
Ｍ
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

今
年
度
は
、
中
学
生
か
ら
74
歳
ま
で
の

市
民
15
人
が
参
加
し
、「
市
へ
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
３
作

品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.city.kakam

igahara.lg.jp/5294/
010975.htm

l

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！
参
加
者
募
集

　

平
成
28
年
度
は
、
映
像
制
作
の
専
門
家

の
支
援
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画

し
、
自
分
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
、
映
像
編

集
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
ま
で
を

行
う
、
よ
り
実
践
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
な
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
今
後
、
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

内容

子育てには、各務原がおすすめです
よ！という市民の皆さんの思いを込
めた作品。

市内の団体や若者が集まる場所など
の地域コミュニティを紹介した作品。

定住地を探す夫婦が「各務原台地」
を見つけ、調査し、ここに住もうと
決める超短編映画的な作品。

　

今
年
で
３
度
目
の
開
催
と
な
る
「
河

川
環
境
楽
園
夏
フ
ェ
ス O

U
R FAVO

RITE 
TH

IN
G

S

」
が
い
よ
い
よ
始
動
し
ま
す
。

　

全
国
の
「
夏
フ
ェ
ス
」（
夏
の
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）
の
先
陣
を
切
り
、
７
月
10

日
に
開
催
！
市
の
活
力
を
全
国
へ
と
発
信

し
て
い
く
た
め
、
昨
年
に
続
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
り
上
げ
、
盛
り
上
げ

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
募
集
！
「
フ
ェ
ス
」
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う

　

今
年
も
夏
フ
ェ
ス
の
Ｐ
Ｒ
や
、
当
日
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
大
募
集
！
「
当

飲
食
出
店
ブ
ー
ス
も
募
集
！

　

夏
フ
ェ
ス
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
、
飲
食
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
～
25
日

定
員　

10
店
舗
程
度（
１
ブ
ー
ス
約
10
㎡
、

移
動
販
売
車
は
約
12
・
５
㎡
）

「
ス
タ
ッ
フ
・
出
店
」
申
込
方
法

申
込　

夏
フ
ェ
ス
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.ourfavoritethings.jp/

の

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内 

河
川
環
境

楽
園
夏
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
９
９
２
５

　

全
国
各
地
の
ま
ち
お
こ
し
映
画
を
集

め
た
映
画
祭
の
市
内
で
の
開
催
と
、
市

を
舞
台
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市
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報
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組
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ど
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影
誘
致
を
行
う
こ
と

で
、
市
の
地
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メ
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る
「
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か
み
が
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ら
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ィ
ル
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ミ
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こ
れ
ま
で
、地
域
発
信
型
映
画
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制
作
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放
映
し
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り
、
市
の
魅
力
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た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
Ｃ
Ｍ
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作
し
た
り
す
る
な
ど
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さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
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っ
て
き
ま
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さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
の
魅
力
を
発
信
！

　

そ
の
他
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以

外
に
、
浅
野
市
長
と
、
市
内
で
活
躍
中
の

皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
ト
ー
ク
を
お
届
け
す

映像で各務原の
魅力をPR！

comission

作品

「それなら！各務原」

「つながり各務原！」

「合格です」
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　カナダ人講師や市国際交流員
と英会話を楽しみながら、テン
トウムシ型の紙飛行機作りや、
イースターにちなんだゲームを
します。
日時　3 月 27 日（日）　9:30 ～
12:30
場所　那加福祉センター（那加
雲雀町、晴天時は屋外も使用）
対象　年中～小学生（小学生未
満は保護者同伴）
定員　50 人（抽選）
講師　アンドリュー・デュアー・
東海学院大学教授、ジェイソン・
ヴァンミーター・市国際交流員
ほか
費用　300 円
申込と詳細　3 月 10 日（必着）
までに、「世界のあそび、郵便
番号、住所、氏名、ふりがな、
電話番号、学年」を明記し、メー
ル kia@city.kakamigahara.gifu.
jp または往復はがきで〒 504-
8555 那加桜町 1-69、市役所ブ
ランド創造課内各務原国際協会
事務局☎ 058-383-1426

国際交流イベント
世界のあそび

日時　4 月 1 日（金）　14:00 ～
16:00
場所　産業文化センター 1 階あ
すかホール（那加桜町 2）
対象　4 月に市内事業所に新卒
で就職する方
内容　

△

式典

△

激励講演「光を
観せる人でありたい～人を喜ば
せたい～」平田進也・（株）日本
旅行西日本営業本部担当部長

「おもしろ旅企画ヒラタ屋」代表
申込と詳細　3 月 10 日までに、
メール syoko03@city.kakamiga
hara.gifu.jp または電話で商工
振興課☎ 058-383-9912　

新就職者
激励の集い

日時　3 月 20 日（日）　13:00 ～
14:30
場所　那加福祉センター 2 階学
習室（那加雲雀町）
内容　「古代丹羽の様相」赤塚
次郎・元愛知県埋蔵文化セン
ター副センター長
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・丹菊
☎ 058-384-8170

各務原歴史研究会
講演会

【市民優待特別割引】
期間　3 月 1 日～ 4 月 30 日
優待料金　18 歳以上 1500 円、
65 歳以上・大学生 1100 円、高
校 生 800 円、 小 中 学 生 500 円

（通常料金は 18 歳以上 1700 円、
65 歳以上・大学生 1300 円、高
校生 1000 円、小中学生 600 円）
優待方法　免許証や保険証など、
各務原市在住の証明ができるも
のを入村窓口へ提示（ほかの割
引との併用、団体利用はできま
せん）

【明治探偵 GAME ～明治連続神
隠しの怪～】
期 間　3 月 5 日 ～ 7 月 24 日　
9:30 ～ 16:30
受付　明治村内正門・北口
費用　300 円～（入村料別途）
詳細　博物館明治村（犬山市内山
1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
優待割引とイベント

期間　4 月 4 日～ 6 月 24 日
内容　下表参照（各全10 回）
費用　7500 円
備考　 ▽教室の途
中変更不可 ▽定員
未 満 の 教 室 は 追
加募集あり ▽ 3 月 27 日時点で 5
人以下の場合は中止

△

表の対象
欄は、4 月 1 日現在の年齢・学年
申込と詳細　3 月 6 日に費用と
認印を持参し、抽選締切の 15
分前に市民プール☎ 058-370-
6506（電話受付は 14:00 ～、た
だし、来場者を優先します）
スタジオ教室一覧

市民プール第 1期
スタジオ教室

教室名 曜日 時間 定員 対象 抽選締切

エアロビクス
火 20:00 ～ 21:00 18 人

16 歳以上 9:45
水 10:30 ～ 11:30 18 人

ヨガ
月 19:00 ～ 20:00 18 人

16 歳以上 10:00
金 13:30 ～ 14:30 18 人

ピラティス

月 13:30 ～ 14:30 18 人

16 歳以上 10:15
金

19:00 ～ 20:00 18 人

20:10 ～ 21:10 18 人

パワーヨガ 火 11:00 ～ 12:00 18 人 16 歳以上 10:45

キッズダンス
（ミックス）

月 16:00 ～ 16:50 15 人 年中～
小学 1 年生 11:00

土 10:00 ～ 10:50 15 人

キッズダンス
（小学生）

月 17:00 ～ 17:50 20 人 小学 2 ～
6 年生 11:30

土 11:00 ～ 11:50 20 人

日時　3 月 16 日（水）　9:00 ～
11:00（雨天中止）
場所　各務原リバーサイド 21

（前渡西町）
対象　初心者（過去に体験教室
に参加した方、経験者の方はご
遠慮ください）
定員　15 人（申込順）
内容　

△

ルールとマナー説明

△

プレー体験
備考　パター、ボールは主催者
で用意します
申込と詳細　3 月 11 日までに直
接、各務原リバーサイド 21 ☎ 0
58-386-8722 または施設振興公
社事務局（産業文化センター 5
階）☎ 058-371-2846

パターゴルフ
体験教室

　市内の各小学校で、3 年生を
対象にした「小学校放課後学習
室」を週に 1 回、1 時間程度実
施しています。
　現在、算数や漢字などの学習
支援を行う地域講師の登録者を
募集しています。
申込と詳細　学校教育課☎ 058-
383-1118

小学校放課後学習
室地域講師の募集

日時　3 月 13
日（日）　10:00
～ 15:00（ 雨
天決行）
場所　中山道鵜沼宿一帯（鵜沼
西町 1）

【ステージプログラム（屋外）】
内容　オープニング、鵜沼中学
校吹奏楽部演奏、ご当地 PR ス
テージ、木曽川うかい鵜飼実演、
演奏（笛こるり）、寄席など

【街道プログラム（屋外）】
内容　木遣音頭、太鼓練り歩き、
紙芝居など

【終日開催】
内容　スタンプラリー、ご当地
グルメ横丁、まめ本づくり、難
読地名「各務原」解説所など

【同時開催】
内容　お茶会、鵜沼宿ファミリー
コンサート、中山道鵜沼宿  姫街
道きものコレクション・同フォト
コンテスト

【共通事項】
備考　 ▽当日 9:00 ～ 16:00 は会
場周辺が車両通行止め ▽駐車場
に限りがあるため、無料シャト
ルバスをご利用ください（名鉄
新鵜沼駅、JA ぎふ鵜沼支店の
2 ヵ所で発着）
詳細　ブランド創造課☎ 058-383-
9925

中山道鵜沼宿
春まつり

　市内で活動する音楽団体によ
る、手作りのコンサートです。
ぜひ聞きに来てください。コン
サートは全て無料です。
日程　下表参照

詳細　各務原らららコンサート
実行委員長・坂井☎ 090-1476-
0457

各務原ららら
コンサート

日時・場所 出演グループ

3 月 11 日（金）
12:00 ～ 13:00
産業文化セン
ターエントラ
ンスホール

クレマチス

那加第三女声コーラ
ス
尾崎女声コーラスあ
じさい

3月 13 日（日）
11:00 ～ 15:20
河川環境楽園
オアシスパー
ク屋台村

大正琴　琴志乃会

各務原ケーナサーク
ル　コンドルあすか

セルフィーユ

FOX POT SWING ALL 
STARS
岐阜各務原児童合唱
団 Jr.
みさと笛雅の会

あけぼの会

3 月 14 日（月）
12:00 ～ 13:00
産業文化セン
ターエントラ
ンスホール

たまてばこ

アラベスク

アチチュード

　各務原浄化センター供用開始
25 周年を記念し、感謝の気持
ちを込めて 無料のコンサート
を開催します。
日時　4 月 9 日（土）　14:00 ～
16:00（雨天時は 10 日に延期、
10 日雨天時は中止）
場所　各務原浄化センター（前
渡西町）
出演　錦織健（テノール）、森
麻季（ソプラノ）、G・Dream
21（演奏）
申 込 と 詳 細　3 月 1 日～ 15 日

（消印有効）までに往復はがきで
〒 504-0923 前渡西町 1521、県
浄水事業公社☎ 058-386-8330

「感謝のつどい」
コンサート

【3 月のプラネタリウム】　
　季節の星座が移り変わる仕組
みを調べてみましょう。
日時 　3 月 13 日（日）　10:00 ～
11:00、3 月 19 日（土）　18:30 ～
19:30
内容　 ▽ 今日
の星空と星座
物語 ▽ 季節は
めぐる（星の
年周運動）
費用　100 円
備考　途中入場はできません

【3 月の天体観測会】
日時　3 月 19 日（土）　19:30 ～
20:30（雨天・曇天中止）
内容　冬の星座、月、二重星など
の観察

【共通事項】
詳細　少年自然の家（鵜沼小伊
木町 4）☎ 058-370-5280

3月のプラネタリウム・
天体観測会

日 時　4 月 6 日（ 水 ）8:30 ～
14:00（雨天時は 7 日に延期）
場所　学びの森

（那加雲雀町）
対象　市内在住・
在勤の方
定員　450 人（申
込順）
費用　500 円（当日支払）
申込と詳細　3 月 14 日（必着）
までに、「氏名、年齢、電話番号」
をスポーツ課☎ 058-383-1231

市桜まつりグラウ
ンド・ゴルフ大会
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　平成 27 年度に、子ども会活動
で功績のあった方や、地域に協
力された方などに表彰状・感謝
状が贈られました。表彰された
のは、次の皆さんです（敬称略）。

【イン・リーダー】
▷那加一＝太田裕、正治留己哉
▷那加二＝河合晟太郎、杉山綾
香▷那加三＝山谷晃太、山田紗
弓▷尾崎＝藤田結琴、杉山航▷
稲羽西＝山蔵百音、堀翔輝▷稲
羽東＝長田柊哉、杉野琉希亜▷
川島＝吉川真由、川瀬輝星、脇
田珠維、尾関真子▷鵜沼一＝森
崚馬、御園生花恋▷鵜沼二＝横
山知海、椎野沙弥香、関望未▷
鵜沼三＝中村悠、清水咲希▷緑
苑＝磯貝みのり、福井愛佳▷八
木山＝苅谷美有、石原那央、尾
崎幸来、林田美月、田實麻琴▷
陵南＝水谷陸人、伊藤彩花、▷
各務＝西山亜紀、田中雄大▷蘇
原一＝櫻井俊汰、洗平海有▷蘇
原二＝三野圭一朗、小川達也▷
中央＝坂野翠咲、山口葵

【ジュニアリーダー】
▷川島＝福田浩希▷蘇原一＝三
品睦、内藤香、清水映理

【育成委員】
▷那加二＝岡島舞、山田恵美▷
尾崎＝藤田道代▷稲羽西＝苅谷
恵▷鵜沼二＝横山由貴、磯野多
永、岩田由香里▷鵜沼三＝横山
伸子▷緑苑＝名取麻衣子▷八木
山＝林田美佐子▷蘇原二＝小川
智子、金武康江、篠田由紀、重
松友美、小池聖美▷中央＝島田
町子

【単位子ども会】
▷那加一＝長塚、岩地▷那加二
＝門 2、雄飛 6・7 ▷那加三＝
西野町１丁目▷稲羽西＝神置▷
稲羽東＝山脇▷川島＝河田 3 班
▷鵜沼一＝羽場町▷鵜沼二＝各
務原Ｆ班▷鵜沼三＝貞照寺▷八

子ども会育成協議会
表彰者

　日曜日の窓口受付の臨時開設
と、平日の受付を延長します。
日時　

△

日曜開庁＝ 3 月 27 日、
4 月 3 日　いずれも日曜日　9:00
～ 17:00

△

平日受付時間延長＝
3 月 29 日 ～ 4 月 1 日、4 日・5
日　いずれも 19:00 まで
場所　市役所 1 階市民課（那加
桜町1）、鵜沼市民サービスセン
ター（鵜沼羽場町 2）
取扱業務　 ▽住民の転入・転出な
どの異動届、戸籍届出

△

印鑑登録

▽ 住民票の写し、印鑑登録証明
書、戸籍謄（抄）本の証明発行など
持参品　印鑑、印鑑登録証、運転
免許証、パスポートなど写真付
きで本人確認ができる書類（写
真付きでない場合は手続きに時
間がかかる場合があります）
備考　 ▽他市町村との照合確認
が必要な届出は、平日の時間内
に再来庁していただく場合があ
ります ▽証明書の種類によって
は、即時交付できない場合もあ
ります ▽パスポートの取り扱い
はできません ▽手続きに必要な
ものなど、不明な点は事前に下
記にお問い合わせください
詳 細　

△

市 民 課 ＝ ☎ 058-383-
1078

△

鵜沼市民サービスセン
ター＝☎ 058-384-2111

引っ越しシーズン
受付窓口を延長

【男子】△

一般＝航空自衛隊岐阜Ａ（倉
橋誠・飯塚雅之・小川大基・岡
﨑勝彦・古澤孝治）

△

中学＝那
加中Ａ（水野幸太・子林将弥・
川嶋陸斗・青木賢治・尾﨑康佑）

【女子】△

一般・高校＝各務原養護学校
Gi（稲葉寿璃・加藤春奈・市川
陽菜・久田花・青木みなみ）

△

中学＝中央中陸上部Ａ（坪内渚・
後藤実咲・前田美羽・池田千優・
長瀬可椰）
詳 細　 ス ポ ー ツ 課 ☎ 058-383-
1231

市長杯争奪駅伝
競走大会の結果

　建築物に関する防災知識の普
及などのために制定された「全
国建築物防災週間」。市内でも建
築パトロールを実施します。
詳細　建築指導課☎ 058-383-1482

3 月 1日～ 7日は
建築物防災週間

　4 月から小学 1 年生になるお
子さんで、現在クリーム色の「こ
ども医療費受給者証」を使用し
ている方は、水色の ｢ こども医
療費受給者証」に切り替わりま
す。対象の方に「受給者証交付
申請書」を郵送します。受給者
証の交付には申請が必要です。
申込　3 月 8 日（必着）までに、
申請書とお子さんの健康保険証
のコピーと申請者の運転免許証
などのコピーを同封の封筒で返
送、または医療保険課、市民サー
ビスセンターへ提出
備考　申請書の記入・押印漏れ、
コピー未添付（保険証・免許証
など）は受け付けできません
詳細　医療保険課☎ 058-383-11
28

こども医療費
受給者証の切替

　市では、下記の対象者に、基
準に基づき学用品費・給食費な
どの援助を行っています。現在
市内の小中学校に通学している
児童生徒と今年 4 月に入学する
児童生徒の保護者の方で、次に
該当する方は、学校に相談して
ください。
対象　平成 27 年度に次のいずれ
かの措置を受けた方、または受け
ることになる方や生活状態によ
り援助が必要と認められる方で、
教育委員会が総合的に認定した
方

△

要保護児童生徒＝生活保護
法に基づく保護を受けている方△

準要保護児童生徒＝①生活保
護法に基づく保護の停止または
廃止をされた方②児童扶養手当
法に基づく児童扶養手当を受給
している方③特別な事情により
市民税の減免を受けている方④
保護者の職業が不安定で、生活状
況が特に悪いと認められる方
援助内容　

△

要保護児童生徒＝
修学旅行費・日本スポーツ振興
センター災害共済掛金

△

準要保
護児童生徒＝学用品費・修学旅
行費・校外活動費・給食費・日
本スポーツ振興センター災害共
済掛金
詳細　学校教育課☎ 058-383-1
118

要保護・準要保護
児童生徒就学援助

　1 月に被保険者になった方は、
3 月に 3 カ月分の保険料納付書
が送付されます。高額になる場
合もありますので、1 回での支払
が困難な場合はご相談ください。
詳細　医療保険課☎ 058-383-11
28

後期高齢者医療
保険料の納付

木山＝松が丘 4・5 丁目▷各務
＝南倉屋敷▷蘇原一＝寺島▷蘇
原二＝六軒西中

【協力者】
▷那加一＝平嶋賢了、森治久、
松原功▷川島＝川島緑町自治会

【育成団体】
那加第二小学校区子ども会育成
協議会、尾崎小学校区子ども会
育成協議会　
詳細　青少年教育課☎ 058-383-
1484

　ご加入の国民健康保険に変更
があったときは、医療保険課、
または市民サービスセンターで
手続きをお願いします。△

住所を変更したとき＝転出・
転居の届出時に保険証を持参し
て届出

△

他の健康保険に加入し
たとき＝加入してから 14 日以
内に、国民健康保険と職場の健
康保険の両方の保険証を持参し
て届出

△

他の健康保険をやめた
とき＝やめてから 14 日以内に、
加入していた健康保険の資格喪
失証明書を持参して届出
持参品　運転免許証、パスポー
トなど写真付きで本人確認がで
きる書類、マイナンバーの通知
カードなど（世帯主と変更の
あった方）、認印、委任状（別
世帯のみ）
詳細　医療保険課☎ 058-383-10
99

国民健康保険に
変更があった時は

　市内中学校から 12 人の参加
がありました。入賞者は次の皆
さんです（敬称略）。△

金賞＝長縄桜乃
（蘇原 2）

△

銀賞＝
河合玲奈（同 2）、
村瀬恵太（中央 1）

△

銅賞＝水
野まひろ、和田佳樹（蘇原 2）
詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-1426

第29回中学生英語
スピーチコンテスト

3 月 31 日（木）まで

介護保険料　3 月分
国民健康保険   10 期
後期高齢医療     9 期

今月の

納　税

　身体障害者手帳、戦傷病者手
帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳の交付を受けられてい
る方（または知的障がい者・精
神障がい者・18 歳未満の身体
障がい者と生計をともにしてい
る方）の所有する軽自動車など
で、身体障がい者の方などのた
めに使用すると認められる場合
には、軽自動車税の減免を受け
ることができる場合があります。
　新たに減免を受けられる軽自
動車などは、5 月 31 日までに
申請手続きをしてください。申
請期限を過ぎると、減免は受け
られません。
持参品　印鑑、各障害者手帳、
運転免許証、車検証など
備考　 ▽ 下記以外のものが必要
な場合あり ▽障がいの等級によ
り判断 ▽ 減免が受けられる車
は、普通自動車を含めて 1 人に
つき 1 台
詳細　税務課☎ 058-383-4703

減免申請は
5月31日までに

　自賠責保険・共済は、万一の
交通事故の際の基本的な対人賠
償を目的として、原動機付自転
車を含むすべての自動車に加入
が義務付けられています。特
に、車検制度のない原動機付自
転車・250cc 以下の軽二輪自動
車は、期限切れ、加入忘れに注
意してください。
詳細　税務課☎ 058-383-4703

自賠責・共済の
期限切れに注意 　道路は、生活の向上と経済の

発展に欠かせない、国民の財産
です。楽しく利用し、次世代に
受け継いでいきましょう。
　「道路ふれあい月間」推進標
語を募集します。詳細は国土交
通 省 ウ ェ ブ サ イ トhttp://www.
mlit.go.jp/report/press/road01_
hh_000235.html をご覧ください。
詳細　国土交通省道路局道路交
通管理課☎ 03-5253-8111

道路ふれあい月間
推進標語募集
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4 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（3 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

期日 場所 対象出生児

4 月 5 日
（火） 総合

福祉会館

平成 27 年 11 月
1 日～ 15 日

4 月 6 日
（水）

平成 27 年 11 月
16 日～ 30 日

4 月 7 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 27 年 11 月

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区、稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
116

期日 場所 対象出生児

4月25 日
（月）

総合
福祉会館

平成 27 年 5 月
4 月 26 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

4 月 11 日
（月） 総合

福祉会館

平成 26 年
9 月 1 日～ 15 日

4 月 12 日
（火）

平成 26 年
9 月 16 日～ 30 日

4月13 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 26 年 9 月

期日 場所 対象出生児

4 月 18 日
（月） 総合

福祉会館

平成 25 年
3 月 1 日～ 15 日

4 月 19 日
（火）

平成 25 年
3 月 16 日～ 31 日

4 月 20 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 25年3月
日時　3 月 15 日（火）    13:00 ～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町 1）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談

　平成 27 年 4 月 1 日以降の一
般不妊治療（人工授精に係る不
妊治療）のうち、費用の一部を
助成します。
助成額　保険適用外治療費の
1/2（1000 円未満は切り捨て、
上限 5 万円）
対象　夫婦のどちらかが市内に
住所を有し、夫婦の前年（1 月
～ 5 月に申請する場合は前々
年）所得の合計額が、730 万円
未満の方
備考　平成 27 年度申請（平成
27 年 4 月～平成 28 年 2 月診療
分）は、平成 28 年 3 月中に申
請が必要です
申込と詳細　申請書、医師の受
診証明書などを持参し、直接、
健康管理課☎ 058-383-1116

人工授精に係る
不妊治療の助成

備考　400ml 限定の会場です
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

ご協力ください
4月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所
4 月 9 日
（土）

9:30 ～ 12:00
13:30 ～ 16:00

アピタ
各務原店

心の通い合う街⑥
「違い」を認め合おう

　私たちには、みなさまざま
な「違い」があります。性別・
年齢・宗教など、一人として
同じ人はおらず、だからこそ
私たち一人一人はかけがえの
ない存在です。しかし、その「違
い」が、少数派の人たちの差
別や排除につながってしまう
こともあります。「違い」を受
け入れて認め合うことが、お
互いの人権を守ることになり
ます。心豊かな暮らしやすい
社会になるよう、多様性を尊
重しましょう。
　資料提供　いきいき楽習課

　障がい者の方と一緒に、ボラ
ンティアに参加しませんか。
日時　3 月 13 日（日）　9:30 ～
11:00（少雨決行）
場所　新境川那加橋～新那加橋
の両岸（市民公園西側集合）
持参品　運動靴、軍手、ごみば
さみ、雨具など
備考　

△

ごみ袋は主催者で用意
します

△

車は市民公園北側など
の公共駐車場をご利用ください
詳細　社会福祉課☎ 058-383-11
26

新境川清掃奉仕

【市税】

▽ 休日相談日時＝3月13日（日）
9:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時＝
3 月 8 日（火）・14 日（月）　いず
れも 17:15 ～ 20:00
場所　市役所税務課

【国民健康保険料】　
夜間相談日時＝ 3 月 11 日（金）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

3 月の休日・夜間
納付相談

　航空機事故などが起こったと
きの被害を最小限にとどめるた
め、法律に基づく訓練を行います。
訓練に伴い、黒煙が発生します。
日時　3月10 日（木）　5:40～8:15

（荒天時は 11 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地航空機
救難消防訓練実施

テクノプラザ
CAD研修

【CATIA V5 ドラフティング】
期日　3 月 4 日（月）
費用　1 万 2240 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図基礎】
期間　3 月 17 日～ 18 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【新入社員研修】
期日　4 月 6 日（水）
費用　5040 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

通学路見まもり隊
に参加しませんか

　「できるときに  できることを  
楽しみながら」を合言葉に、地
域の力で子どもたちを守り育て
ましょう。
申込と詳細　青少年教育課内
青少年育成市民会議事務局☎
058-383-1484 または稲羽・蘇
原コミュニティセンター・鵜沼
市民サービスセンターの青少年
育成担当

　今年度表彰されたのは次の皆
さんです（敬称略）。
最優秀賞　坂井佳子（那二小）、
萩本恒久（稲西小）、衣斐優（尾
崎小）
新人賞　永井隆史（川島中）
優秀賞　水端めぐみ（那一小）、
森岡恵子（那二小）、阿多野真琴

（尾崎小）、大原岳男（鵜二小）、
中野美奈子（鵜三小）、足立美穂

（鵜沼中）
特別奨励賞　村井俊之（稲西小）
詳 細　 学校教育課☎ 058-383-
1118

27 年度教育実践
記録審査結果

　「認知症」に関する理解を深
めていただくため、認知症サ
ポーター講座を開催します。
日時　3 月 12 日（土）　13:30 ～
15:00（当日受付 12:30 ～）
場所　内藤記念くすり博物館大
ホール（川島竹早町）
定員　200 人（先着順）
講師　地域包括支援センターリ
バーサイド川島園職員
持参品　筆記用具
申込 と 詳 細　3 月 1 日～ 内 藤
記念くすり博物館☎ 0586-89-
2101

認知症サポーター
養成講座

　過去にハンセン病にかかった
ことのある方には、国から補償
金が支払われます。平成 28 年
3 月 31 日までに手続きをして
ください。
対象　 ▽ 国から補償金（一時和
解金）を受け取っていない方 ▽

療養所に入所したことがない方

▽対象者が亡くなっている場合
は、そのご遺族（法定相続人）
相談窓口　 ▽ 公益社団法人沖縄
県 ゆ う な 協 会 ☎ 098-832-9528

▽ 法 律 事 務 所 ☎ 098-938-4381

▽ 厚生労働省（難病対策課）☎
03-5253-1111 内線 2369
詳細　県ハンセン病対策事業担
当課☎ 058-272-8275

ハンセン病にかかっ
たことのある方へ

期間　平成 28 年 3 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対 象　次の①～⑨の方で、こ
れまでに 1 度も接種していない
方①昭和 25 年 4 月 2 日～ 26 年
4 月 1 日②昭和 20 年 4 月 2 日～
21 年 4 月 1 日③昭和 15 年 4 月 2
日～ 16 年 4 月 1 日④昭和 10 年
4 月 2 日～ 11 年 4 月 1 日⑤昭和
5 年 4 月 2 日～ 6 年 4 月 1 日⑥
大正 14 年 4 月 2 日～ 15 年 4 月
1 日⑦大正 9 年 4 月 2 日～ 10 年
4 月 1 日⑧大正 4 年 4 月 2 日～ 5
年4月1日⑨接種時60～64歳で、
心臓、腎臓、呼吸器疾患、ヒト
免疫不全ウイルスによる免疫疾
患のいずれかがあり、併せて身
体障害者手帳１級をお持ちの方
費用　2500 円（負担額）
備考　 ▽接種回数は 1 人１回 ▽

①～⑧の方は、予診票兼接種券
を配布済み。平成 28 年 4 月以
降は対象外 ▽⑨の方は健康管理
課に連絡 ▽過去の接種歴が不明
の方は主治医に相談 ▽生活保護
世帯の方は費用を免除。接種前
に健康管理課へ ▽市内の指定医
療機関で接種が困難な方はお問
い合わせください
持参品　保険証など（住所、年
齢確認のため）、健康手帳（お持
ちの方）、予診票兼接種券
詳細　健康管理課☎058-383-1115

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種



カルチャー カルチャー

〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

■プロが教える　家庭でできる本格イタリアン～前
菜、メイン、デザートの３品～
日時　① 3 月 18 日（金）　10:00 ～ 12:30 ② 3 月 26 日

（土）　13:30 ～ 16:00
定員　各 20 人
内容　①北のイタリア料理②南のイタリア料理
講師　伊藤健・車いすシェフ
費用　各 1050 円（受講料 300 円、材料費 750 円）
■わくわく子ども科学教室　くるくる虫とバランス
とんぼを作ろう
日時　3 月 19 日（土）　9:30 ～ 11:00
対象・定員　小学生 12 人（小 1 ～ 4 は保護者同伴）
講師　山本了司・SEEN 岐阜ガリレオ・クラブ代表
費用　400 円（受講料 150 円、材料費 250 円）
■家庭でできる「簡単しみ抜き」
日時　3 月 19 日（土）　13:30 ～ 15:30
定員　30 人
講師　前島斉・京技術修染会修復師
費用　600 円（受講料 300 円、材料費 300 円）
■慢性腰痛を克服するために～腰痛の人集まれ！
日時　3 月 19 日（土）　14:30 ～ 16:00
定員　30 人程度
講師　長縄敏毅・フェニックス総合クリニック院長
費用　受講料 300 円
【共通事項】

申込　3 月 12 日　13:30 ～、受講料を持参し直接西
ライフデザインセンター（13:30 の時点で定員を超
えたらその場で抽選）

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

楽しく学べる講座が盛りだくさん！
西ライフ「春の短期講座」

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 3日（日）　各務野・自然観察ウオーク　里山で
春の息吹を感じよう～シデコブシやカタクリの花・
春のチョウとギフチョウ～
持参品　筆記用具、長袖長ズボン
■ 10 日（日）　のぶちゃん先生の木工教室　さくら
の木のスプーンづくり
持参品　筆記用具、彫刻刀、材料費 500 円
■ 17 日（日）　春のバードウオッチング（雨天中止）
持参品　筆記用具、あれば双眼鏡と図鑑
■ 24 日（日）　「柴犬」の飾り巻き寿司をつくろう
持参品　エプロン、三角巾、マスク、
食品用ラップ（小）、ハンドタオル、
新しい布巾、食品用保存容器（A4
サイズ）、保冷剤、材料費 500 円
備考　小 3 以下は、親子で 1 作となります
【共通事項】

時間　10:00 ～ 12:00（10 日は 11:30 まで、17 日は
9:00 ～ 11:00）
対象　小学生の親子（3 日・17 日は大人のみも可）
定員　30 人（申込順、ただし 10 日と 24 日は 20 人）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込　3 月 1 日～、「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号、
返信用メールアドレス、付き添いの方がいればその
旨」を明記し、メールで shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口）☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
4月の「親と子の自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　ペン皿に木彫りをして、オリジナルの作品を作り
ませんか。初心者の方でも大丈夫です。ご夫婦で木
の温もりを感じなが
ら、夢中になれるひ
とときをお楽しみく
ださい。
日時　3 月 27 日（日）　10:00 ～ 16:00
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）
定員　16 人（応募者多数の場合は夫婦での申込を
優先し、抽選）
講師　近藤照子・木彫黒ばら会講師
費用　受講料 300 円、材料費 1500 円
申込　3 月 15 日（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール chu
olife@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口で申込の場合、はが
き 1 枚持参）
備考　昼食は各自で用意。彫刻刀は貸し出します

C
U
LT
U
R
E

夫婦でチャレンジ講座
「夢中でゴリゴリ～木彫体験～」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8  　
㊡月曜日、祝日

　お子さんや家族の写真を、かわいく、きれいにレ
イアウトして飾りませんか。素敵に作って、思い出
をより鮮明に残しましょう。
日時　4 月 9 日（土）　10:00 ～ 12:00
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
講師　若原法子・スクラップブッキング工房くろっ
ぷ・あん
費用　受講料 300 円、材料費 1000 円
申込　3 月 29 日（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴される
方は氏名、学年または年齢」を明記し、メール chu
olife@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口で申込の場合、はが
き 1 枚持参）
備考　お子さんは別室で託児となります

C
U
LT
U
R
E

子育てママのクラフト講座「思い出
写真を素敵にスクラップブッキング」

■ピアノ発表会
日時　3 月 6 日（日）　12:00 ～（開場 11:30）
場所　文化ホール
詳細　濵井ピアノ教室☎ 090-4267-1174

M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

コンサート /イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

C
U
LT
U
R
E

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

日時　3 月 16 日（水）　10:00 ～ 11:30
対象　成人男女
定員　30 人（申込順）
講師　柴田正義・岐阜お城研究会代表
費用　300 円（当日支払）
持参品　筆記用具
申込　3 月 2 日　9:00 ～電話または直接、川島ライ
フデザインセンター

今話題の真田信繁に迫ります
「真田丸」を10倍楽しむ！真田丸と信繁

〒 501-6025 川島河田町 1028-1 　
㊡月曜日、祝日

日時　3 月 18 日（金）・23 日（水）・25 日（金）・30 日
（水）　いずれも 10:00 ～ 12:00（全 4 回）

対象　成人（文字入力ができる方）
定員　14 人（申込順）
講師　長縄勝彦・地域情報化推進員
費用　受講料 1200 円（当日支払）
持参品　USB メモリ
申込　3 月 9 日　9:00 ～電話または直接、川島ライ
フデザインセンター
備考　OS は、ウインドウズ 8 を使用します

C
U
LT
U
R
E

基礎的な操作方法、出納帳作成を学ぶ
「役員さんのためのエクセル入門講座」

中央図書館
☎ 058-383-1122

A
R
T 気軽にお越しください！

中央図書館３階市民ギャラリー

■中国国際放送局寄贈切り紙展
期間　3 月 12 日～ 20 日　9:00 ～ 17:00
詳細　杁本☎ 090-9222-6145
■フォトクラブかかみの写真展
期 間　3 月 16 日 ～ 20 日　9:00 ～ 17:00（16 日 は
10:00 ～）
詳細　フォトクラブかかみの・高橋☎ 080-5161-3933

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 3/7・14・22・23・28

C
U
LT
U
R
E

■未来の巨匠が集結～東京六人組コンサート～ 
日時　3 月 13 日（日）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　文化ホール
費用　一般 2000 円、高校生以下 1000 円（全席自由、
未就学児は入場不可）
詳細　ブランド創造課内市文化協会事務局☎ 058-
383-1042

【完成イメージ】　
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KIDS in Kakamigahara

き
ま
し
た
。
準
備
か
ら
一
生
懸

命
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
心

か
ら
思
え
る
言
葉
を
い
た
だ

き
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
参

加
し
た
仲
間
か
ら
は
、
温
か
い

気
持
ち
に
な
れ
た
と
い
う
感
想

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
繋
が
り
の
大
き
さ
を
知
り

ま
し
た
。
訪
問
先
の
方
と
の
繋

が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
学
年
を
超

え
た
繋
が
り
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
関
わ
る
全
て
の
人
の
気
持

ち
を
温
か
く
す
る
と
い
う
こ
と

も
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今

後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
人
と
の
繋
が

り
や
、
温
か
い
気
持
ち
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
３
年
　
樋
口
萌も

ね音
さ
ん

ボランティアで生まれる笑顔の繋がり
緑陽中学校

　

３
月
３
日
の「
桃
の
節
句
」に

は
、
ハ
マ
グ
リ
の
お
吸
い
物
や

ち
ら
し
ず
し
な
ど
の
祝
膳
を
い

た
だ
く
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
季
節
の
行
事
や

お
祝
い
の
日
に
食
べ
る
料
理
を

「
行
事
食
」と
い
い
、
旬
の
食
材

　

私
た
ち
フ
レ
ン
ズ
は
、「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
友
達
に
な
ろ

う
」
を
合
言
葉
に
、
２
０
１
４

年
８
月
に
産
声
を
あ
げ
た
ば
か

り
の
中
学
生
男
子
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。

　

目
標
は
、
①
好
き
な
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
じ
、
人
を
思
い
や

る
心
豊
か
な
選
手
と
な
る
こ
と

②
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ヤ
ン

グ
全
国
大
会
」へ
の
出
場
で
す
。

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
気
持
ち
が
つ
な
が
っ
た
と

き
、
ボ
ー
ル
も
つ
な
が
る
」。
そ

ん
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ

に
は
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
保
護

者
、
ス
タ
ッ
フ
が
仲
間
で
す
。

見
守
る
保
護
者
に
と
っ
て
は
、

日
に
日
に
心
も
体
も
た
く
ま
し

く
な
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
、
何
よ
り
も
嬉
し
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
、
小
学
校

高
学
年
か
ら
中
学
生
の
男
子
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
さ
あ
、「
フ

レ
ン
ズ
」
で
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
せ
ん
か
。

活
動
日
　
金
曜
日　

午
後
６
時

～
８
時
、
ま
た
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日

場
所
　
中
央
小
学
校
（
各
務
西

町
４
）
ほ
か

会
費　

月
１
５
０
０
円

備
考　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
岐

阜 

バ
レ
ー 

フ
レ
ン
ズ
」
を
検
索

詳
細　

棚
橋
☎
０
９
０（
１
７
４

３
）
１
９
９
５

バレーボールチーム
「フレンズ」

や
縁
起
の
良
い
食
材
が
使
わ
れ

ま
す
。
家
庭
で
も
そ
ん
な
行
事

食
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
ち
ら
し
ず
し
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

寿
司
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ひ
な
祭
り
の
献
立
は
、緑（
健

康
長
寿
）･

赤（
魔
よ
け
）・
白（
清

ら
か
）
の
３
色
を
基
調
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
に

は
、
各
務
原
産
の
ニ
ン
ジ
ン
や

県
産
の
お
米
を
使
い
ま
し
た
。

華
や
か
な
彩
り
が
食
卓
に
春
を

呼
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
料
理
は
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
調
理
す
る
の
に

ぴ
っ
た
り
で
す
。
家
族
の
健
康

と
幸
せ
を
願
っ
て
、
ご
家
族
皆

さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
５

　

緑
陽
中
学
校
で
は
、
フ
ラ

ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
と
い
う
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

は
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
の
方
に
お
花
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
届
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
４
つ
の
柱
の
１
つ
と

し
て
掲
げ
る
私
た
ち
の
学
校
で

は
、
毎
年
多
く
の
生
徒
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
私
も
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
生
徒

会
執
行
部
と
し
て
中
心
に
な
っ

て
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

準
備
で
は
、
訪
問
日
時
な
ど

を
お
知
ら
せ
す
る
は
が
き
の
宛

名
書
き
や
、
当
日
に
持
っ
て
い

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
作
成

を
行
い
ま
し
た
。
全
校
的
な
活

動
な
の
で
、
喜
ん
で
い
た
だ
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
全

校
に
放
送
で
伝
え
た
り
、
丁
寧

な
カ
ー
ド
が
で
き
あ
が
っ
て
い

る
か
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
予
想
以
上

の
訪
問
件
数
が
あ
り
、
確
認
す

る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た

が
、
積
極
的
に
参
加
す
る
仲
間

の
や
る
気
や
、
昨
年
ま
で
の
活

動
で
会
っ
た
お
年
寄
り
の
方
の

笑
顔
が
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
当
日
。
お
宅
を
訪

問
し
、
私
が
お
花
と
カ
ー
ド
を

お
渡
し
す
る
と
、
笑
顔
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
り
、
私
も
自
然

と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
笑
顔
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

活
動
後
、
学
校
に
た
く
さ
ん

の
お
電
話
や
お
手
紙
を
い
た
だ

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
む

伝
統
行
事
と
食
事

大野達也さん｜「F
フ ァ ー ボ

AAVO美
みののくに

濃國」で、町おこしプロジェクトに挑む

　
「
自
分
が
生
れ
育
っ
た
各
務

原
を
、
も
っ
と
魅
力
的
な
町
に

し
た
い
」。全
国
町
お
こ
し
映
画

祭
実
行
委
員
会
で
代
表
を
務
め

る
大
野
達
也
さ
ん
は
、
そ
ん
な

思
い
で
こ
の
企
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。「
全
国
の
町
お
こ
し
映

画
を
集
め
て
映
画
祭
を
開
催
す

る
」
と
い
う
、全
国
初
の
試
み
。

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
務
原

で
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
始
ま
っ

た
の
が
、
町
お
こ
し
映
画
の
制

作
だ
。
も
と
も
と
映
画
が
好
き

で
、
各
務
原
で
映
画
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
た
大
野
さ
ん
。

「
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
自

身
の
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
る

人
と
一
緒
に
作
る
」
と
い
う
ア

イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
。

　

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る

た
め
、
大
野
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
賛
同
者
か
ら
資
金
を
募

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
仕
組
み
を
活
用
。
昨
年
市
が

関
市
、
美
濃
加
茂
市
と
立
ち
上

げ
た
「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
美
濃
國
」

に
お
け
る
、
各
務
原
初
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ

美
濃
國
」
の
サ
イ
ト
内
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
み
や
、
自
身

の
熱
い
思
い
を
記
載
。
映
画
の

脚
本
に
市
内
中
学
生
の
作
文
を

活
用
す
る
こ
と
や
、
映
画
の
舞

台
と
な
る
こ
と
で
市
の
良
さ
を

再
認
識
で
き
る
こ
と
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
期
限
内
に
目
標

金
額
を
上
回
る
支
援
を
集
め
る

こ
と
に
成
功
。
多
く
の
賛
同
を

得
た
大
野
さ
ん
は
メ
ン
バ
ー
と

喜
び
を
分
か
ち
合
い
、「
お
金
だ

け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
申
し

出
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、
Ｆ
Ａ

Ａ
Ｖ
Ｏ
の
反
響
の
大
き
さ
に
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

３
月
下
旬
、
い
よ
い
よ
撮
影

が
ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
映
画
で

は
、
脚
本
も
手
掛
け
て
い
る
大

野
さ
ん
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
シ
ナ
リ
オ
に
は
、
活
気
づ
く

各
務
原
市
へ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

綴
ら
れ
て
い
る
。

OONO Tatsuya
市内にあるカフェのオーナー。仕事
の息抜きに見る映画は、年間 100
本を越える。各務おがせ町在住。

全国初！町おこし映画による地域活性化を各務原から

【材料（6人分）】
寿司飯＝ 3 合分、
いり卵＝ 5 個分、
干し椎茸＝ 10 枚、
ゆで人参＝ 1/2 本、
鮭フレーク＝ 1 瓶、
絹さや（塩ゆで）＝ 6 枚
【作り方】

①ケーキ型に、いり卵、寿司飯、鮭
フレーク、寿司飯、椎茸と人参の切
れ端、寿司飯の順にしっかり押さえ
ながら詰める。
②ラップをかけ、重しをして落ち着
かせる。
③型からはずし、型抜き人参と絹さ
やでお花を飾る。

デコレーション寿司
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

３
月
３
日
の「
桃
の
節
句
」に
は
、
女
の
子

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
、
ひ
な
人
形
が

飾
ら
れ
ま
す
。

　

川
島
緑
町
で
ひ
な
人
形
の
製
作
に
取
り
組

む
後
藤
由
香
子
さ
ん
は
、
創
業
70
年
を
越
え

る
人
形
店
の
３
代
目
。
自
身
で
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
い
う
ひ
な
人
形
は
、
季
節
感
を
大
切
に

す
る
た
め
、
花
や
鳥
な
ど
か
ら
感
じ
た
季
節

の
移
り
変
わ
り
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
藤
さ
ん
の
人
形
は
、「
現
代
の
洋

間
に
も
飾
れ
る
よ
う
に
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
形
を
求
め
、
後
藤
さ
ん
の
も

と
に
は
、
全
国
か
ら
注
文
が
届
き
ま
す
。

　
「
伝
統
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
人
形
は
、
女
の
子
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
家
族
み

ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 FILE №　047

節句人形工芸士
（せっくにんぎょうこうげいし）

　里山の自然を感じながら楽しんで学習できる「親
と子の自然体験塾」。1月 17日に、各務野自然遺産
の森で、昔あそびの「羽子板」づくりが行われました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
30 センチくらいの羽子板に子どもたちは和風の
絵柄、干支の絵、キャラクターなど思い思いの絵
を描いていました。子どもたちの感性を感じさせ
る色合いが施され、完成した羽子板で寒さも吹き
飛ばすくらい元気に遊んでいました。

レッツ トライ イングリッシュ！

市民、皆さんの手でまちづくり 「鬼は外、福は内」勇敢に鬼退治！

寺子屋事業「英語を学ぶ会」

まちづくり活動助成金報告会 那加中央保育所「豆まき」

昔あそびの「羽子板」づくり

　地域や団体などと連携して、子どもたちに学び
の機会を提供する「寺子屋事業」の 1つとして、
1月 30 日に各務原高校で、第 3回目の「英語を
学ぶ会」が行われました。小学生に楽しく英語に
親しんでもらおうと、高校生が企画を準備。
　児童は、干支を英語で読み上げるかるたや、福
笑いなどに挑戦しました。福笑いでは、目隠しを
した児童に、周りから英語で声を掛け、児童は、
英語に親しみながら楽しく活動しました。

　市では「まちづくり活動助成金」として、団体
が行う事業の経費を一部助成しています。
　1月 30 日に、産業文化センターで公開報告会
が行われ、今年度 1年目の交付を受けた 9団体
が事業の成果を発表しました。地域の環境美化を
図る団体や、安心して育児ができる地域づくりを
目指す団体、ものづくり事業を推進する団体など
の発表が行われ、今後の活動に向け、皆さん気持
ちを新たにしていました。

　那加中央保育所で毎年恒例の豆まきが行われ、
園児126人が鬼と対決しました。
　鬼の登場を待ちかまえる子どもたちの前に現れ
たのは、赤鬼と青鬼。大きな鬼の姿に、泣き出す
子もいる中、鬼に向かっていき、握りしめた豆を
思い切り投げつける子など、会場内は大興奮に包
まれました。参加した、松岡紗良さんは「ちょっ
と怖かったけど、鬼を退治できてよかった」と、
誇らしげな笑顔を見せていました。　（2月 3日）

の
ラ
ム
ネ
・
サ
イ
ダ
ー
や
駄
菓
子
な
ど
を
売

る
俄に

わ

か
作
り
の
店
が
出
た
り
し
て
、
さ
な
が

ら
祭
り
の
夜
店
の
よ
う
な
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　
数
日
前
に
兵
頭
か
ら
届
い
た
葉
書
に
書
か

れ
て
い
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
は
す
ぐ
に
分
か

り
、
竹
男
と
兵
頭
は
一
年
振
り
に
再
会
し
た
。

「
や
あ
、
久
し
振
り
。
元
気
そ
う
や
ね
」

「
あ
ぁ
兵
頭
君
、
頭
の
毛
伸
ば
し
た
ん
や
。

よ
う
似
合
っ
ち
ょ
る
よ
」

　
二
人
は
素
直
に
久
闊
を
喜
び
合
っ
た
。

― 

つ
づ
く

17

　
大
正
八
年
四
月
十
六
日
。
竹
男
は
農
作
業

を
一
日
休
み
飛
行
場
へ
い
そ
い
そ
と
出
掛
け

た
。
病
床
の
父
に
は

（
兵

ひ
ょ
う
ど
う頭
君
が
来
て
い
る
か
ら
）

と
だ
け
言
い
置
い
た
。
父
の
勘か

ん
す
け助
は
日
に
日

に
体
力
が
落
ち
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
と

こ
ろ
は
日
中
も
ほ
と
ん
ど
床
か
ら
出
ら
れ
な

か
っ
た
。
温
か
く
な
れ
ば
少
し
は
快
方
に
向

か
う
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
家
族
も
、
彼

岸
を
過
ぎ
て
も
何
ら
良
い
兆
候
が
見
ら
れ
な

い
と
さ
す
が
に
心
配
に
な
っ
て
き
た
が
、
さ

り
と
て
た
易
く
医
者
に
見
せ
る
余
裕
と
て
無

か
っ
た
。

　
こ
の
日
の
飛
行
場
の
周
辺
は
、
フ
ラ
ン
ス

航
空
団
の
模
範
演
技
を
見
よ
う
と
す
る
物
珍

し
さ
の
見
物
人
が
集
ま
り
ご
っ
た
返
し
て
い

た
。
陸
軍
は
飛
行
場
の
周
辺
に
赤
旗
を
立
て
、

車
馬
だ
け
で
な
く
見
物
人
す
べ
て
を
立
ち
入

り
禁
止
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
目
当
て

【これまでのあらすじ】大正7年（1918年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校を卒業した平田竹男は、友人の毅・兵頭と「10年
　　　　　　　　　　後に集まろう」と約束する。ある日、家業である農家の仕事に追われる竹男に、兵頭からはがきが届き…

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ

匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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水彩

「貝びな」

以前から興味があった絵手紙がきっかけで、絵筆をとっ

て 3年。友だちに贈って喜んでもらえることが嬉しく、

仲間との創作の日々を楽しんでいます。

この作品は、ホタテの貝殻に和紙を貼って、ひな人形の

絵を描いたもの。孫の桃の節句に飾ろうと、お雛さまと

お内裏さまをかわいらしく表現しました。 天池美和子さん
（那加門前町）

CITY
GALLERY

仲間とともに、素直な気持ちで筆を走らせて

鈴木　柊
しゅういちろう

一朗ちゃん（H27.1.16）

元気いっぱいでニコニコ笑顔のかわいい芽衣

果♡パパとママの大切な宝物だよ。

（良恭さん・香織さん、那加本町）

いつもニコニコ笑顔の柊ちゃん。癒されてい

るよ。生まれてくれて本当にありがとう♡

（幸一さん・裕美さん、那加前洞新町）

林　芽
め い か

衣果ちゃん（H25.11.22 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8430 人（男　7万 3390 人・女　7万 5040 人）

世帯｜ 5万 7825 世帯　　　　　平成 28 年 2月 1日現在
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